
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

北九州市では「北九州市物流拠点構想」に掲げる物流人材の確保・育成を目的に、こ

れまで北九州市と北九州市立大学、物流関連企業が連携し、物流業界の現状や課題を学

ぶ実践型学修を実施してきました。 

今年度の取組みでは、昨年度の実施規模をさらに拡大し、協力企業１５社、北九州市

立大学経済学部の３年生（５ゼミ・約６０名）が授業の一環として参加し、企業が抱え

る物流課題について研究を行います。 

今回は、その第１弾として、企業がプレゼンテーションを実施し、学生に対し自社に

おける課題を投げかけます。今後、約５か月にわたり、企業訪問や企業との意見交換を

重ね、企業が抱える物流課題について考えていきます。取組みの最後には、学生が考え

る課題解決策（物流ソリューション）を企業へ提案します。 

この取組みを通じて、２０２４年問題等の社会問題が取り巻く環境の中で、物流が果

たす社会的役割を学び、物流業界への関心を刺激し、就職へと繋げていきたいと考えて

おります。 

是非、ご取材方よろしくお願い申し上げます。 

記 

 

１ 日 時 

令和８年５月２７日(水) ９時００分～１２時１０分 ※２部制により実施 

 【第１部】９時００分～１０時３０分 【第２部】１０時４０分～１２時１０分 

 

２ 場 所 

北九州メッセ  ３０１会議室～３０４会議室 

（北九州市小倉北区浅野３-８-１ ３階） 

 

３ 参加者   

・北九州市立大学経済学部 ３年生 約６０名 （５ゼミ） 

  ・協力企業（１５社） 

 ～学生が挑む、物流業界のリアル～ 

北九州市立大学経済学部の学生が企業から提示された 

物流課題に本気で向き合う「物流課題研究会」を実施します 

報道機関各位 

令和８年５月２０日 

北九州市産業経済局 

 
 学生×物流企業 

物流課題研究“第１弾” 



 

 

４ 当日のプログラム 

  協力企業によるプレゼンテーション（課題提起）  

①企業からのプレゼンテーション（１０分） ②質疑応答（２０分） 

【時間割及び参加企業】  ※下線のある企業は、今年度初参加 

第１部 

（9：00～10:30） 

３０分×３回 

アマゾンジャパン合同会社 北九州デリバリーステーション、 

小倉運送株式会社、九州航空株式会社、山九株式会社、 

阪九フェリー株式会社、株式会社ロジコム、株式会社 YEデジタル 

第２部 

（10:40～12:10） 

３０分×３回 

株式会社ＮＴＴロジスコ、カリツー九州株式会社、 

九州西濃運輸株式会社、センコー株式会社、日本貨物鉄道株式会社、 

日本通運株式会社、株式会社ヤマックス 

 ※ヤマト運輸株式会社は別日程で実施（非公開） 

 

 

＜参 考＞  昨年度の様子 

 

第１弾 / 課題提起                    

日時：令和７年１０月２２日・２９日       

内容：協力企業によるプレゼン 

   （企業⇒学生） 

 

第２弾 / 理解の促進 

日時：令和７年１１月１９日～１２月２２日 

内容：現場視察、企業へのインタビュー 

 

 

 第３弾 / 最終発表会 

日時：令和８年１月２１日 

内容：課題解決策を提案（学生⇒企業） 

 

【問い合わせ先】 

産業経済局 企業誘致課 

課長：柿野 係長：蓑田 

電話：093-582-2065 ／ FAX：093-582-1202 


